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１．はじめに 
在庫問題の分野では、血液、生の果物、牛
乳、フィルム等の一定期間が経てば物理的
に腐敗するあるいは商品価値を失う商品に
関する在庫管理についての研究がなされて
きた。最近は特に重要性が増している。本
研究では、大きさの異なる同じ腐敗しやす
い商品について研究する。このことは消費
者は新鮮なうちに商品を味わいたいとする
傾向を反映している。本研究では、2つの
大きさで販売される期限が 1期間の腐敗し
やすい商品を取り扱う。顧客は期間内に消
費するために小さいほうを好む。このため
顧客は通常小さいほうを買い、もし売り切
れていれば一定の割合の顧客が小さい商品
の在庫からあふれた分大きなサイズを買い
求める。 
２．定式化 
発注する小さい商品の量を 𝑥1 
発注する大きい商品の量を 𝑥2 
小さい商品 1単位当たりの発注費用を 𝑐1  
大きい商品 1単位あたりの発注費用を 𝑐2  
顧客が商品を買う際に小さい商品の量が足
りない場合に大きな商品でも買う割合 𝑝  
商品の価格 
単位当たりの小さい商品の値段を 𝑟1  
単位当たりの大きい商品の値段を  𝑟2  
𝑟1 ≤ 𝑟2 ≤ 2𝑟1  , 0 ≤ 𝑟1 − 𝑐1 ≤ 𝑟2 − 𝑐2  と仮
定する。 
売れ残った商品を廃棄するためにかかる費
用を 𝜃  
単位当たりの不足分のコスト（品切れ費用） 
𝑠  
 
顧客の需要を 𝐷 ：非負の確率変数 
累 積 分 布 関 数 、 密 度 関 数 
𝐹(𝐷), 𝑓(𝐷), (𝐹(0) = 𝑓(0) = 0) と仮定 
期待利益関数は次のように表される。 
𝐸(𝑥1,𝑥2) = ∫ 𝑓(𝐷)*(𝑟1𝑥1 + 𝑟2𝑥2) − (𝑐1𝑥1
∞
𝑥1+
𝑥2
𝑝
+ 𝑐2𝑥2)
− 𝑠(𝐷 − 𝑥1 − 𝑥2)+𝑑𝐷 
+ ∫ 𝑓(𝐷),
𝑥1+
𝑥2
𝑝
𝑥1
𝑟1𝑥1 + 𝑟2𝑝(𝐷 − 𝑥1)
− *𝑥2 − 𝑝(𝐷 − 𝑥1)+𝜃 − (𝑐1𝑥1
+ 𝑐2𝑥2) − 𝑠(1 − 𝑝)(𝐷
− 𝑥1)-𝑑𝐷 
+ ∫ 𝑓(𝐷)
𝑥1
0
*𝑟1𝐷 − (𝑥1 − 𝐷 + 𝑥2)𝜃
− 𝑠(𝑐1𝑥1 + 𝑐2𝑥2)+𝑑𝐷 
３．最適な発注量 
期待利益関数が𝑥1, 𝑥2に関して最適な発注
量をもつことを示す。 
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期待利益関数 𝐸(𝑥1,𝑥2) が
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となり𝑥1 に関する凹関数となるための条
件は 1
2
p  。本研究では顧客は期間内に消費
するために小さいほうを好むとしているの
で
1
2
p  と考えてもよいと思われる。 
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の正負には p の値が関係しているが
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の正負には pは関係していない。 
pの値が小さければ 
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は 正 の 値 を と り
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が最適な
発 注 量 と な る 。 こ の と き
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となり正負を確認することで 2x の最適な発
注量を調べることができる。正ならば
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が最適な発注量。負ならば 2 0x  となる。 
𝑝がかなり小さければ
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は負と
なり 2 0x   
品切れ費用は、あいまいで、ファジィ数と
考えることができる。つまり、在庫管理な
どでの総期待費用はファジィ数となる。そ
のことについても考察した。 
4．数値例 
最適発注量の計算を数値例を用いて行った。
r1 = 8, r2 = 10, c1 = 5, c2 = 6, 𝜃 = 2 ,  𝑝 =
0.5,𝑠 = 4 
需要量の分布関数、密度関数 
𝑓(𝐷) = {
   
1
3000
𝐷                       0 ≤ 𝐷 ≤ 60
−
1
2000
𝐷 +
1
20
           60 ≤ 𝐷 ≤ 100
 
𝑥1 + 2𝑥2 ≤ 60のとき 
1 54.77...x  , 2 2.62...x   
0 ≤ 𝑥1 ≤ 60 , 60 ≤ 𝑥1 + 2𝑥2 ≤ 100のとき 
1 10.56...x  , 2 44.72...x   
5. 課題 
品切れ費用について、品切れという状態が
今後の消費者の需要に対する影響について
は考慮されていない。品切れと需要とを関
連づけることでより現実問題に近いモデル
として扱うことができると考えられる。 
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